ファームウェアバージヨン1.40 

追加説明 


この度は、 MNl28-S0H0 旧 3 をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 MN128- 
S0H0 旧 3 のマニュアルに追加説明事項があります。本製品をご使用になる前に、マニュアルとあ 
わせてこの追加説明書をお読みください。 


追加説明事項 


◎ 『導入/設定ガイド』（製品付属マニュアル）への追加事項 

•対応無線 LAN 力ードの追加 ^ <P.2> 

MN-WLC54a/g に対応しました。 

•対応モデムカードの追加 
I - ODATA PCML- 560 EM に対応しました。 

◎ 『活用ガイド〜中•上級 編』 （ WEB 公開マニュアル）への追加事項 

• PPPoE ブリッジの設定 隊 <P.3> 

LAN 側のパソコンから直接 WAN 側にある PPPoE サーパと通信し、 PPPoE 接続を可能にす 
る機能です。これにより、 LAN 側のパソコンでグローパル IP アドレスが取得できます。 

• IPv 6 ブリッジの設定 咳 <P.4> 

LAN 側に IPv6 クライアントのパソコンが存在する場合、そのパソコンが送受信する IPv6 バケッ 
卜をそのまま通過させることで、 LAN 側と WAN 側で直接 IPv6 通信を行うことができます。 

•ダイナミック DNS の設定 ® <P.5> 

ダイナミック DNS サービスに対応しました。これにより、 IP アドレスが動的に変化するイン 
ターネット環境でも、固定のドメイン名を使用できるようになります。 

• IP ループバック機能 ^ <P.7> 

WAN 側からアクセスする場合と同じドメイン名またはグローパル IP アドレスを使用して、 
LAN 側のノ ':ソコンから LAN 側にあるサーノ（にアクセスできます。 

• RADIUS サーバの利用隊 <P.9> 

RADIUS (Remote Authentication Dial In User Service) に対応しました。 


◎ 『活用ガイド〜 RS -232 C シリアルポート 編』 （ WEB 公開マニュアル）への追加事項 

•スループット BOD / AutoBACP 機能を使う ^ <P.13> 

RS-232C シリアルポートに接続しているパソコンで、 MP 通信を行う際、スループット B0D 
の機能を使用できるようになりました。 

•リソース B 0 D 機能を使う ^ <P.19> 

RS-232C シリアルポートに接続しているパソコンで、 MP 通信を行う際、リソース B0D の機 
能を使用できるようになりました。 

◎ MN 128- SOHO 旧3マニュアル第2版正誤表 ^ <P.23> 

MN128-S0H0 旧 3 マニュアルの第 2 版に誤りがあります。お詫びしてここに訂正いたします。 
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対応無線 LAN カードの追加 


パージョン1 .40 から、下記の無線 LAN 力ードが使用できるようになりました。 

IEEE 802.1 la (5 GHz 帯） / IEEE 802.11 g/b (2.4 GHz 帯） 

• MN - WLC 54 a/g 

MN - WLC 54 a / g を使用するときは、導入/設定ガイドに従って本製品に取り付けたあと、設定べ一 
ジで設定を行ってください。 

詳しくは、導入/設定ガイド 「 STEP 7 対応無線 LAN 力ードを使う」 〈 P .71 X または活用ガイド〜 
中•上級編「8.無線 LAN のセキュリティ」 < P .88> を参照してください。 


[無線 LAN カード設定]ページの変更点 


[通信チャネル]欄に [34] [38] [42] [46] が追加されています。本製品に、 MN - WLG 54 a/g 
を取り付けた場合、 EEE 802.1 la のチャネル（34、38、42、 46) が選択できるようになりま 
した。 


1詳細設定べージの [ PC 力ード設定]—[無線力ード設定]をクリックして、 [ PC 力ード設定 
1(無線力ード)]画面を開きます。 



♦無線カード:症に関する/;ラメー: SSSS 定 b ます。 


Message 

) 行メータを入力•修正して[設定]ボタンをクリックして使さい。 
SaD を変更した場合は、本装置を再起動してくださぃ。 

I設定 JI ~やり直し~ ] 



SSID [MN 802110012 EE 

無線ステルス ©有効〇無効 

通信チャネル 

6 v 



2 


認証方式 

3 

4 

【い OWPA-PSK 

WPA 共有キー 


伴角8〜63文字） 

CTKIP/AES 

7 

8 

上埸合、 1S 証方式は WP A- PS K でなければなりません） 

暗号化方式 

9 

10 

11 

12 

13 

lL ' OWEP 64bit OWEP 128bit OWEP 152bit 〇 TKIP 



1 (64bit) 

34 

o：oo：oo| 

2 <64bit) 

42 

46 

o：oo：oo] 


必要な設定が終了したら、[設定]ボタンをクリックします。 


^注意 

• MN - WLC 54 a / g 以外の無線 LAN 力ードで [34] [38] [42] [46] のチャネルを設定して 
も無効になり、出荷時の設定の [6] に戻ります。 

• MN - WLC 54 a / g を本製品で使用した場合、 IEEE 802.1 la と IEEE 802.11 g / b を同時に使 
用することはできません。選択した通信チャネルのみご利用できます。 
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PPPoE プリツジの設定 


PPPoE ブリッジとは、 LAN 側に接続されているパソコンから PPPoE を利用して、インターネット 
に接続できるようにする機能です。通常、本製品を使用してインターネットに接続する場合は、プロ 
パイダから発行されるグ□ーノ（ル IP アドレスが本製品の WAN 側で使用され、 LAN 側のノ':ソコンに 
はプライべ一卜 IP アドレスが割り当てられます。 PPPoE ブリッジ機能を使用すると、 LAN 側のパ 
ソコンでグローパル IP アドレスを取得できるので、パソコンにグローパル IP アドレスが必要なイン 
夕_ネットサービスが利用できるようになります。 


PPPoE ブリッジの設定 


■ I 詳細設定ページの[ルータ設定]— [ WAN ] をクリックして、[ルータ設定 （ WAN )] 画面を 
I 開きます。 












LAN 側に IPv 6 クライアントのパソコンがある場合、そのパソコンが送受信する IPv 6 バケツトをブ 
リツジング（素通り）させることができます。これにより、 LAN 側のパソコンで、通常のインター 
ネットへの接続などと同時に IPv 6 ネットワークを利用することができます。 


IPv 6 ブリッジの設定 

■I 詳細設定ページの[ルータ設定]— [WAN] をクリックして、[ルータ設定 （WAN)] 画面を 
I開きます。 



[設定]ボタンをクリックします。 










ダイナミック DNS の設定 


ダイナミック DNS とは 


ダイナミック DNS とは、プ□バイダから動的に割り当てられたグローバル IP アドレスをダイナミッ 
ク DNS サーバに通知する機能です。これにより、固定のグローバル IP アドレスがなくても、固定の 
ホスト名を使用することができます。独自のドメイン名を使用した Web サーパ等を、インターネット 
上に公開するときに便利です。 

※サーバへの通知に失敗した場合は、60秒おきに再試行します。また、設定やグローバル IP アドレスが変更さ 
れた場合に60秒以内にサーノ（へ再通知します。グローノ I 'ル IP アドレスに変更がない場合はサーノ （ への再通知 
は行いません。 


A 注意 

ダイナミック DNS 機能を使用するためには、ダイナミック DNS サーバを運営するサービスとあ 
らかじめ契約しておく必要があります。本製品で対応しているダイナミック DNS サーバのサー 
ビスは、下記のとおりです。 


• miniDNS.net • MyDNS.JP • Dynamic D 0 l.jp 

• DynDNS.org • ieServer.Net 




ダイナミック DNS の設定 



詳細設定ページの[ダイナミック DNS 設定]をクリックします。 

[ダイナミック DNS 設定]画面が表示されます。 
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2 [ダイナミック DNS 設定]の項目で、下記の設定を行います。 


ダイナミック DNS 登録 

[する]を選択します。 

※[しない]に設定している場合でも、以下の項目は保存されますが、 
ダイナミック DNS の登録は行われません。 

登録経路 

[接続/相手先登録]の [#◦] 〜[#15]、 WAN ポートのう 
ち、ダイナミック DNS を使用する相手先を選択します。 

ドメイン名 

ダイナミック DNS サービスに登録した、ドメイン名を入力します。 

サブドメイン名 

ダイナミック DNS サービスに登録した、サブドメイン名(ホスト名） 
を入力します。 

Wildcard 

Wildcard 機能を使用するか、使用しないかを指定します。 

( DynDNS.org のみ） 

DynDNS . org を利用しているときのみ設定が有効になります。 

DDNS サーバ 

使用するダイナミック DNS サービスを[登録サイト名]で 
選択すると、ダイナミック DNS 登録サーバのドメイン名が 
自動的に入力されます。 

※入力されたドメイン名を修正することも可能です。 

登録サイト名 

リストから、使用するダイナミック DNS サービスを選択し 
ふ0 〇 

□グィン名 

ダイナミック DNS を利用するための□グイン名（ユーザ ID ) を 
入力します。 

パスワード 

ダイナミック DNS を利用するためのパスワードを入力します。 

パスワード（再入力） 

[ノてスワード]欄に入力したノ v ° スワードを、もう一度入力します。 

最新更新状況 

ダイナミック DNS 登録の成功/失敗などの最新の更新状況が 
表示されます。 


〇 [設定]ボタンをクリックします。 
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IP ループバック機能 


IP ループパック機能とは 


LAN 側のパソコンから同じ LAN 内のサーバにアクセスするときに、 WAN 側からアクセスする場合 
と同じグローバル IP アドレスやドメイン名を使用することができる機能を HP ループバック機能」 
といし' I ます。 


IP ループパックの動作例 


IP ループバック機能を利用するために、特別な設定をする必要はありません。 

ここでは、 LAN 側の WWW サーバ (192. 1 68.0.5) を公開し、同じ LAN 側のパソコン 



この場合、活用ガイド〜中.上級編 「 WWW サーバを公開する（端末型)」 < P .40> を参考に 、 LAN 
側のサーメ（を公開する設定を行います。 

1詳細設定ページの[ルータ設定]— [ LAN ] をクリックして、[ルータ設定 （ LAN )] 画面を開 
I きます。 



r -) [オプション]の項目で、コマンドを追加します。 

(例）1 92.1 68.0.5 の WWW サーバを外部に公開する場合 
ip filter 1 pass in * 192.1 68.0 .5 tcp * www remote 0 
ip nat 1192.1 68.0 .5/ tcp/www ipcp remote 0 
ip nat 32 */*/* ipcp remote 0 


7 














































2 [設定]ボタンをクリックします。 

LAN 側のサーバを外部に公開すると同時に、 IP ループパック機能も使用できます。 


參従来の本製品の動作 （ IP ループバック機能なし) 


接続先 ( URL ) 

動作結果 

192.168 .0.5 

接続できる 

172.16 .15.2 

接続できない 

www . mnl 28 .com 

接続できない 

簡易 DNS サーノ （機能で同ードメイン名が登録されている場合を除きます。 

>本ファームウェアの動作 （ ip ループバック機能あり） 

接続先 ( URL ) 

動作結果 

192.168 .0.5 

接続できる 

172.16 .15.2 

接続できる 

www . mnl 28 .com 

接続できる 



注意 


• WAN 側に IP アドレスが割り当てられてし)なし)状態では、 IP ループパック機能は動作しません。 

• LAN 側のパソコンからドメイン名、またはグローパル IP アドレスを指定してサーバにアクセ 
スした場合、 IP フィルタ、 SPI 機能、 DoS 攻撃防御機能、ステルス機能などの設定が有効に 
なります。実際には本製品内部で折り返しますが、フィルタリングは行われますので注意して 
ください。 
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RADIUS サーバの利用 


RADIUS サーバを利用すると、次のことが実現できます。 

•認証機能 

• 本製品に着信するユーザの認証を RADIUS サーバによって管理できます（本製品を複数台使って 
いる場合は、すべてのユーザ認証を RADIUS サーバによって一括管理できます)。 

• RADIUS サーバには、相手先を17件以上登録できます。 

※本製品の設定ページでは16件まで登録可能です。 

•アカウンティング機能 

• 本製品に着信したユーザの履歴を RADIUS サーバによって管理できます。 

着信するユーザの認証は、 RADIUS サーバの設定が優先されます。 RADIUS サーバで設定されてい 
ない項目のみ、本製品の設定が有効になります。なお、本製品では、認証機能用•アカウンティング 
機能用の RADIUS サーノ（をそれぞれ2つまで利用できます。 


RAD 旧 S サーバの設定 （1) 

1詳細設定ページの[ルータ設定]— [ LAN ] をクリックして、[ルータ設定 （ LAN )] 画面を開 
I ぎます。 



♦ LAN を設定します。 


Message 

I ) ^ラメータを入力•修正して[設定]ボタンをクリックしてぐ f さい。 
I 設定1(_やり直し~| 


Help 


奉本体の IP アドレス/サブネットマスク長 【92.1 68.0.1/24 

ブロードキャストアドレス |±ri 


〇認証機能を使うときは、次の項目を設定します。 


RADIUS 認証機能 

[ON] 

認証 サーバ アドレス 

認証機能を利用する1つめの RADIUS サーバの IP アドレ 

(プライマリ） 

スを入力します。 

認証 サーバ アドレス 

認証機能を利用する2つめの RADIUS サーバの IP アドレ 

(セカンダリ） 

スを入力します。 

RADIUS シークレツト 

RADIUS サーバに設定している秘密鍵と同じ文字列を入力 
します。 


※ RADIUS サ ー J (側の UDP ポート番号を設定するときは、 RADIUS サーバの IP アドレスの後 
ろに「/」（スラッシュ）で区切って入力してください。省略すると、「1812」が UDP ポー 
卜番号として設定されます。 
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2 アカウンティング機能を使うときは、次の項目を設定します。 


RAD 旧 S アカウント機能 

[0N] 

アカウントサーバアドレス 
(プラィマリ） 

アカウンティング機能を利用する1つめ（プライマリ）の 
RADIUS サーノ の IP アドレスを入力します。 

アカウントサーバアドレス 
(セカンダリ） 

アカウンティング機能を利用する2つめ（セカンダリ）の 
RADIUS サーノ （ の IP アドレスを入力します。 


※[アカウントサーバアドレス（プライマリ）/ (セ カンダリ）]を共に設定していないときは、 
[認証サーバアドレス（プライマリ）/ (セ カンダリ）]を利用し ます。 その場合の UDP ポー 
卜番号は、認証サーバ用のリ0卩ポ_卜番号に1加えた値を利用し ます。 

※ RADIUS サーパ側の UDP ポート番号を設定するときは、 RADIUS サーバの IP アドレスの後 
ろに「/」（スラッシュ）で区切って入力してください。省略すると、 H 813」 が UDP ポー 
卜番号として設定されます。 


yj [設定]ボタンをクリックします。 

アカウンティング機能だけを使用するときは、以上で設定が終了です。 


相手先の設定（認証機能のみ） 

1認証機能を使用するときは、相手先を設定します。詳細設定ページの[接続/相手先登録]の 
I [#0]〜[#15]の中から、まだ相手先を登録していない番号をクリックします。 

■ Help 

♦相手先の情報を登録したり、相手先に回線を手動で接続します。 


Message 

i 《ラメータを入力•修正し、操作を選んで K 行]ボタンをクリックしてください。 

送信ノ U ワード/受信ノ U ワード/鍵配送鍵は、ど_のような文字列を設定しても「氷」ま 
たは「#」の1文字が表示されます。 

変更するときは、表示されている「氷」または「鲁」を消去してから、新しい文字列を入力 
してください。 

0以下の情報を登錄する。 

〇以下の相手先に回線を接続する。 


[ 実行]匚や Oil し ] 



相手先名称 

■ 

相手先電話番号 

■ 


〇 [以下の情報を登録する]を選択します。 
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2 [相手からの着信]で[応じる （ RADIUS による認証)]を選択します。 


yj 必要に応じて、その他の項目を設定します。有効になるのは、次の項目です。 

• 相手先名称 
• 相手先電話番号 

空欄にすると、[接続/相手先登録]画面に登録していないすベての番号からの着信時に 
RADIUS サ ー J (で認証を行います。 

• 最大接続時間 
•受信ユーザ旧 
•受信パスワード 
•認証プロトコル 
• コール パック着信 
•折り返し電話番号 
•通信チャネル 
• オプション 


※[受信ユーザ ID] [受信パスワード]は通常空欄にします。 

※ RADIUS サーノ（に同様の設定がある場合、 RADIUS サーメ（側の設定が有効になります。 


設定終了後、[実行]ポタンをクリックします。 


RADIUS サーバの設定 （2) 


1詳細設定ページの[ルータ設定]— [ LAN ] をクリックして、[ルータ設定 （ LAN )] 画面を開 
I ぎます。 


[オプション]欄に [ RADIUS 再送信パラメータの設定]のコマンドを入力します。 

例） RADIUS サーバに認証やアカウントの情報を送信したあと、10秒間 RADIUS サーバか 
ら応答がないと再び送信し、応答するまで最大5回送信するとき 
ip radius retry 510 








3 必要に応じて、リモートアクセスのための設定をします。必要がないときは、手順4に進みま 
す。 

次の項目を設定します。 


リモートアクセスサーバ機能 

[ON] 

リモート IP アドレス 

1 /2/3/4 

リモートアクセスしたパソコンに割り当てる IP アドレスを 
入力します。 


※ RADIUS サーバに同様の設定がある場合、 RADIUS サーバの割り当てる IP アドレスの設定 
が有効になります。 

設定終了後、[設定]ボタンをクリックします。 





スループット BOD / AutoBACP 機能を使う 

(RS-232C シリアルポー■卜） 


RS-232C シリアルポートに接続されているパソコンで MP 通信をするときに、スループット BOD 
機能/ AutoBACP 機能を使う方法を解説します。 

なお、この機能を使用するためには、モデムの設定で [MN128-S0H0 旧3 (MP128K )] を選択 
してし)る必要があります。詳しくは、活用ガイド〜 RS-232C シリアルポート編 n-1 本製品をセッ 
トアップする」 〈P.4> を参照してください。 

•スループット BOD 機能とは 

MP 通信を行うときに、データの通信量に応じて、使用する B チャネルの数を自動的に変更する機能 
です。スループット BOD を使うと、データの量が少ないときは1本の巳チヤネルで通信し、データ 
の量が多いときは2本の B チャネルで通信します。したがって、常にデータ量に適したチャネル数で 
通信でき、通信料金の節約にもなります。 

^注意 

以下の場合はスループット BOD 機能を使用できません。 

• 接続相手が MP をサボートしていないとき 
• ご使用のドライバや通信ソフトウェアが MP に対応しているとき 


參 AutoBACP 機能とは 

MP 通信を行うときに、スループット BOD 機能を使った B チャネル数の変更を調整する機能で 
す。 AutoBACP 機能を使うと、自分や相手先の状態を確認してからチャネル数を変更するかど 
うかを調整します。したがって、より無駄のない通信ができます。 


/1\注意 

以下の場合は AutoBACP 機能を使用できません。 

• 接続相手が BACP をサボートしていないとき 
• ご使用のドライバや通信ソフトウェアが BACP に対応しているとき 


スループット巳 OD / AutoBACP 機能を使うには 


スループット BOD/AutoBACP 機能を使用するためには、データ通信するときに、通信ソフトのモ 
デム初期化文字列の項目に、必要な AT コマンドを入力します。ここでは、 WindowsXP で AT コマ 
ンドを入力する方法を解説します。 

※ Windows 2000で操作する場合も、手順はほとんど同じです。 

※WindC)Ws98SE/Me の場合は、[マイコンピュータ]-[ダイヤルアップネットワーク]から旧3の[プ□パ 
ティ]ダイアログを開きます。[詳細]タブをクリックし、[詳細]ボタンをクリックして表示されるダイアロ 
グの[追加設定]欄に AT コマンドを入力します。詳しくは、 Windows98SE/Me のヘルプを参照してくだ 
さい 0 
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1 [スタート]—[コント□—ルパネル] 4 [プリンタとその他の八ードウエア]—[電話とモ 
I デムのオプション]を選択します。 

[電話とモデムのオプション]ダイアログが表示されます。 

※ Windows 2000の場合は、[スタート]-*' [設定] - * [コントロールパネル]-* [電話とモデムのオプ 
シヨン]を選択します。 


2 [モデム]タブをクリックし、 [ MN 128- S 0 H 0 IB 3 ( MP 128 K )] を選択して[プロパティ] 
ボタンをクリックします。 



[ MN 128- S 0 H 0 旧3 ( MP 128 K ) のプ□パテイ]ダイア□グで、[詳細設定]タブをクリッ 
クします。次に[追加の初期化コマンド]欄に下記のように入力します。 

• スループット B 0 □機能を使用し、 AutoBACP 機能を使用しないとき 
! j 3! P 0 

• スループット B 0 □機能と AutoBACP 機能を両方とも使用するとき 
! j 3 !Pl 



yj [0 K ] ボタンをクリックします。以上で設定は終了しました。 


^注意 

スループット日 0 D 機能や AutoBACP 機能を使用する設定にしても、 AutoMP 機能を使用しな 
い設定 0 HO ) にしているときは、スループット B 0 □機能/ AutoBACP 機能は使用できません。 


14 








スループット BOD の条件を設定する 


本製品では、スループット BOD 機能を使用するかしないかだけでなく、 B チャネルの数を変更する 
ときの条件も詳しく設定できます。 

初期設定では、それぞれの条件について一般的と思われる値が設定されています。初期設定を変更し 
たい場合には、 「スループット BOD 機能/ AutoBACP 機能を使うには」 < P .13> で解説した AT コマ 
ンドに続けて、次の AT コマンドを入力してください。 


■発信時の B チャネル数の設定 

発信時に、2本の B チャネルを接続するか、あるいは1本の B チャネルだけ接続するかを、「!1 (初 
期接続 B チャネル数の設定)」コマンドで設定します。 

※王線は初期設定の値を意味します。 

!I n 

n =0 最初に2本の B チャネルを接続する 

n=l 最初に1本の B チャネルだけ接続する 


^注意 

n =0 (最初に2本の日チャネルを接続する）に設定した場合でも、接続先の日チャネルが1本し 
か空いていなかったときなど、何らかの理由で日チャネルを2本束ねて接続できなかったときは、 
1本の B チャネルだけ接続します。 


■巳チャネルの追加、削除の組み合わせの設定 

通信中、 B チャネルの追加および削除を両方とも行うか、日チャネルの追加だけ行うかなど、チャネ 
ルの追加および削除の組み合わせを 「!J (スループット B 0 □機能使用方法の設定)」コマンドで設 
定します。 

※王線は初期設定の値を意味します。 

!Jn 

n =0 B チャネルの追加、削除は行わない（スループット BOD 機能を使用しない） 
n=l 日チャネルの追加だけ行う（スループット BOD 機能を使用する） 

n =2 日チャネルの削除だけ行う（スループット BOD 機能を使用する） 
n =3 B チャネルの追加と削除の両方を行う（スループット B 0 □機能を使用する） 

■巳チャネルの追加、削除のための判断基準（しきい値）の設定 

B チャネルの追加、削除を行うかどうかの判断基準となる回線利用率のしきい値を設定します。設定 
は S レジスタで行います。 

•追加の場合 

S レジスタ179番に設定します。〇〜100%の範囲で設定できます（初期設定： 50%)。 

例）回線利用率が70%以上になったときに、 B チャネルを追加する場合 
S 179=70 
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參削除の場合 

S レジスタ184番に設定します。〇〜100%の範囲で設定できます（初期設定： 0%)。 
例）回線利用率が30%未満になったときに、 B チャネルを削除する場合 
S 184=30 


■回線利用率を算出するための監視時間（評価時間）の設定 

日チャネルの追加、削除を行う場合、回線利用率を算出するための評価時間を設定します。設定は S 
レジスタで行います。 

•追加の場合 

S レジスタ176番に設定します。1〜255秒の範囲で設定できます（初期設定：10秒)。 

例）現時点から60秒前までのデータ量を評価して、追加のための回線利用率を算出する場合 
S 176=60 

•削除の場合 

S レジスタ181番に設定します。1〜255秒の範囲で設定できます（初期設定：10秒)。 

例）現時点から30秒前までのデータ量を評価して、削除のための回線利用率を算出する場合 
S 181=30 


■回線利用率を評価するデータの方向（送信方向または受信方向）の設定 

日チャネルの追加、削除を行う場合、回線利用率を評価するデータの方向（送信方向または受信方向) 
を設定します。 

※: E 線は初期設定の値を意味します。 

•追加の場合 

「!K (スループット BOD 追加の評価方向の設定)」コマンドで設定します。 

!Kn 

n =0 送信方向と受信方向のどちらかの回線利用率がしきい値以上になった場合、 B チャネル 
を追加する 

n=l 送信方向の回線利用率がしきい値以上になった場合、 B チャネルを追加する 
n =2 受信方向の回線利用率がしきい値以上になった場合、 B チャネルを追加する 

•削除の場合 

「!L (スループット BOD 削除の評価方向の設定)」コマンドで設定します。 

!Ln 

n =0 送信方向と受信方向のどちらかの回線利用率がしきい値より低くなった場合、 B チャネ 
ルを削除する 

n=l 送信方向の回線利用率がしきい値より低くなった場合、 B チャネルを削除する 
n =2 受信方向の回線利用率がしきい値より低くなった場合、 B チャネルを削除する 
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■ 巳チャネルの追加、削除後の最小状態保持時間 

巳チャネルが追加、削除された場合の最小状態保持時間を設定します。設定は S レジスタで行います。 
參追加の場合 

最小保持時間（秒）を256で割って算出された商を S レジスタ177香に、余りを S レジスタ 
178番に設定します。 S レジスタ177香は〇〜255 (1 単位： 256秒、初期設定： 0)、 S レ 
ジスタ178番は1〜255秒の範囲で指定できます（購入時：10秒)。 

例）一度 B チャネルが追加されたら、追加された日チャネルが5分 （300 秒）間は切断されな 
いようにするとき 
300 ( sec ) /256=1余り44 
S 177 =l 
S 178=44 

參削除の場合 

最小保持時間（秒）を256で割って算出された商を S レジスタ182香に、余りを S レジスタ 
183番に設定します。 S レジスタ182番は〇〜255 (1 単位： 256秒、初期設定： 0)、 S レ 
ジスタ183番は1〜255秒の範囲で指定できます（購入時：10秒)。 

例）一度 B チャネルが削除されたら、削除された B チャネルが60秒間は追加されないようにす 
るとぎ 

60 ( sec ) /256=0余0 60 
S 182=0 
S 183=60 


■ユーザ名とパスワードの登録 

CHAP (Challenge Handshake Authentication Protocol ) で認証を要求された場合に、 MP の 
2本目の日チャネルの CHAP 認証に使われるユーザ名とパスワードを 、 「!M (ユーザ名とパスワード 
の登録)」コマンドで登録します。 

設定するときは、通信ソフトのターミナル画面から AT コマンドを入力します。設定した内容は、こ 
のコマンドを実行したときに保存されますので、 「& W 」 コマンドで設定を保存したり、 「 Z 」 コマン 
ドで設定を読み込む必要はありません。 

※ここでの設定は、発信時の PPP 認証方法が CHAP で行われる可能性がある場合に必要です。設 
定しない場合、1本目の B チャネルで使用できる認証方法は PAP だけになります。 

例）ユーザ名 「 me 」、 パスワード 「 abed 」 を登録する場合 
AT ! M 0 =me [ Enter ] 

AT!M 1 =abcd [ Enter ] 

また、次のように入力すると、現在登録されているユーザ名とパスワードを表示させることができます。 
AT ! M ? [ Enter ] 
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BAP リクエストの対処方法を設定する 


AutoBACP 機能を使用している場合、相手先から接続する B チャネルを追加または削除してもよい 
かどうか、問い合わせを受けることがあります。これを 「 BAP リクエスト」といいます。 

この BAP リクエストに対処するときの方法を 「!Q (受信した BAP リクエストの対処方法の設定)」 
コマンドで設定します。 BAP リクエストには 「 B チャネル追加要求」、「コールバック要求」、「日チ 
ヤネル削除要求」の3種類があります。それぞれの要求について、拒否するか、または本製品が自動 
応答するかを設定できます。 

※下線は初期設定の値を意味します。 


!Q=〈B チャネル追加要求〉+〈コールパック要求〉+ <B チャネル削除要求〉 
次の表を参照して、それぞれの要求の値を加算します（購入時： 21)。 



拒否する 

本製品が自動応答する 

日チャネル追加要求 

0 

丄 

コールバック要求 

0 

4 

日チャネル削除要求 

0 

16 


例） B チャネル追加要求：本製品が自動応答する（=1)、コールバック要求：拒否する（=0)、 
回線切断要求：本製品が自動応答する （=16) にするとき 
! Q 17 


注意 

AutoBACP を使用しない設定 (! P 0) の場合、ここでの設定は無効になります。受信した日 AP 
リクエストは、そのままパソコン側に流れます。 


18 





リソース BOD 機能を使う ( RS -232 C シリアルポー ト) 


RS -232 C シリアルポートに接続しているパソコンで MP 通信をするときに、リソース BOD 機能を 
使う方法について解説します。 

なお、この機能を使用するためには、モデムの設定で [ MN 128- S 0 H 0 旧3 ( MP 128 K )] を選択 
してし)る必要があります。詳しくは、活用ガイド〜 RS -232 C シリアルポート編 n -1 本製品をセッ 
トアップする」 〈 P .4> を参照してください。 

•リソース BOD 機能とは 

2本の日チャネルを使って MP 通信しているときでも、アナログ機器の発着信が優先的にできるよう 
にする機能です。2本の巳チャネルで MP 通信中に、アナログ機器に発信または着信の要求があると、 
1本の B チャネルが解放され、アナログ通信に割り当てられます。 

したがって、アナログの通信を気にすることなく、データ通信をすることができます。 


リソース BOD 機能を使うには 

初期設定はリソース B 0 □機能を使う設定になっています。リソース BOD 機能を使う場合、ここで 
設定する必要はありません。 


/ i \ 注意 

リソース日 0 D 機能を使用するためには、 INS ネット64の「通信中着信通知サービス」を契約し 
ている必要があります。詳しくは最寄りの NTT までお問い合わせください。 

「リソース巳 0 D 機能を使用する」設定にしても、 AutoMP 機能を使用する設定にしていないとき 
は、リソース BOD 機能は使用できません。 

リソース BOD 機能は、スループット BOD 機能より優先されます。リソース B 0 □機能の設定を 
していると、スループット BOD 機能の設定に関わらず、1本の日チャネルがアナログ通信に割り 
当てられます。 


U ソース BOD 機能を使わないときは 


リソース BOD 機能を使わない場合は、データ通信するときに、通信ソフトのモデム初期化文字列の 
項目に、必要な AT コマンドを入力します。 

ここでは、 Windows XP で AT コマンドを入力する方法を解説します。 

※ Windows 2000で操作する場合も、手順はほとんど同じです。 

※Windows98SE/Me の場合は、[マイコンピユータ]—[ダイヤルアップネットワーク]から旧3の[プ□パ 
ティ]ダイアログを開きます。[詳細]タブをクリックし、[詳細]ポタンをクリックして表示されるダイアロ 
グの[追加設定]欄に AT コマンドを入力します。詳しくは、 Windows98SE/Me のヘルプを参照してくだ 
さい。 

■I [スタート]—[コント□—ルパネル] — [プリンタとその他のハードウエア]—[電話とモ 
I デムのオプション]を選択します。 

[電話とモデムのオプション]ダイアログが表示されます。 

※ Windows 2000の場合は、[スタート] - ^ [設定]—[コントロールパネル]— ► [電話とモデムのオプ 
ション]を選択します。 
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2 [モデム]タブをクリックし、 [MN128-S0H0 IB3 (MP128K)] を選択して[プロパティ] 
ボタンをクリックします。 



3 [MN128-S0H0 IB3 (MP128K) のプ□パティ]ダイア□グで、[詳細設定]タブをクリ 
ックします。次に[追加の初期化コマンド]欄に下記のように入力します。 

@U0 



yj [OK] ボタンをクリックします。以上で設定は終了しました。 
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リソース BOD 機能によるアナ□グ機器の優先使用の方法を設定する 


リソース BOD 機能を使用するかしなし)かだけでなく、アナ□グ機器を優先的に使用するときの方法 
も設定できます。 

初期設定を変更したい場合には、 「リソース BOD 機能を使わないときは」 < P .19> で解説した要領 
で、次の AT コマンドを入力してください。 

■アナ□グ機器の優先使用の方法を設定する 

アナログ機器から発信するときに優先的に使用するか、着信するときに優先的に使用するかなど、ア 
ナ□グ機器の優先使用の方法を 、 「@U (リソース BOD 機能によるアナ□グ機器優先使用の設定)」 
コマンドで設定します。 

※王線は初期設定の値を意味します。 

@Un 

n =0 アナ□グ機器には B チャネルを割り当てない（リソース BOD 機能を使用しなし)） 

n=l アナ□グ機器から発信するときだけ、 B チャネルを割り当てる（リソース BOD 機能を使 

用する） 

n =2 アナ□グ機器に着信要求があったときだけ、 B チャネルを割り当てる（リソース BOD 機 

能を使用する） 

n =3 アナログ機器に発着信があったときに、 B チャネルを割り当てる（リソース B 0 □機能を 

使用する） 


■アナ□グ機器の優先使用の方法を一時的に変更する 

r @ u 」 コマンドで設定したアナ□グ機器の優先使用方法を一時的に無効にして、別にアナ□グ機器 
の優先使用の方法を設定することもできます 。 ns (リソース bod 機能によるアナ□グ機器の一時 
的優先使用の設定)」コマンドで設定します。初期設定では、 r @ uj コマンドの設定を有効にする設 
定になっています。 

「! S 」 コマンドを通信 ソフ トのモデム初期化文字列の項目に入力して設定すると、通信時のみ設定が 
有効になり、通信が終了すると設定内容が消されます。通常は r @ UJ コマンドでリ ソース BOD 機能 
を使う設定にしておき、サイズの大きなファイルを転送する通信時にだけ ns 」 コマンドでリソース 
BOD 機能を使用しない設定にするなど、組み合わせて設定するとき便利です。 

※王線は初期設定の値を意味します。 

!Sn 

n =0 アナ□グ機器には日チャネルを割り当てない（リソース BOD 機能を使用しなし、） 
n=l @ U の設定に関わらず、アナログ機器から発信するときだけ、 B チャネルを割り当てる 

( U ソース BOD 機能を使用する） 

n =2 @ U の設定に関わらず、アナ□グ機器に着信要求があったときだけ、 B チャネルを割り当 
てる（リソース BOD 機能を使用する） 

n =3 @ U の設定に関わらず、アナ□グ機器に発着信があったときに、 B チャネルを割り当てる 
(リソース BOD 機能を使用する） 
n =4 @ U の設定に従う 
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■アナ□グ通信終了後の B チャネルの動作 

割り当てられた日チャネルでのアナログ通信が終了したあとの日チャネルの動作は、 r!j (スループット 
BOD 機能使用方法の設定)」の設定によって変わります。 


HJJ コマンドの設定 

動作 

!J0 

(巳チャネルの追加、削除は行 
わない） 

2本の B チャネルでの MP 通信に戻ります。 

ただし、「!1 (初期 B チャネルの設定)」コマンドで「最初 
に1本の B チャネルを接続する （AT!I1)」 に設定している 
ときは、1本の B チャネルで MP 通信を行います。 

!J2 

(巳チャネルの削除だけ行う） 

!J1 

(B チャネルの追加だけ行う） 

アナログ通信が終了した時点で B チャネルを追加する条件 
がそろっていれば、2本の B チャネルでの MP 通信に戻り 

そろっていなければ、1本の B チャネルで MP 通信を行い 
ます。 

!J3 

(巳チャネルの追加と削除を行 
ぅ） 


ただし、通信中機器移動で次の操作をしたときは、 r ! j 」 コマンドの設定に関わらず、2本の日チャ 
ネルでの MP 通信に戻りません。1本の B チャネルで MP 通信を行います。 

• 中断を行ったとき 

• 中断状態で3分間が経過し、1本の B チャネルが空いたとき 

• 本製品と同じ回線に接続された他の機器で再開し、通信を終了して1本の B チャネルが空い 
たとき 
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MN128-SOHO 旧 3 マニユアル第2版正誤表 


第2版のマニュアルに誤りがありました。お詫びしてここに訂正いたします。 

◎ 『導入/設定ガイド』（製品付属マニュアル） 

•記載箇所 

環境条件の室内温度 < P . 1> < P . 156> 

•修正内容 

下記の内容に訂正いたします。 

(誤）室温 （10 〜 50° C ) 

i 

(正）室温 （10 〜 40° C ) 

◎ 『活用ガイド〜初級編』 （ WEB 公開マニュアル） 

•記載箇所 

「♦ PPPoE セッションキープアライブ機能を停止しないようにする」 < P . 10> 

•修正内容 

該当箇所を削除します。 

《 P.9 の手順4で[セッションキープアライブ機能]を [0N] にすることで、 PPPoE セッションキー 
プアライブ機能が停止しないようになります。 P. 10のコマンドを入力しなくても、セッションキープ 
アライブ機能は停止しません。 

◎ 『リファレンス•ハンドブック』 （ WEB 公開マニュアル） 

•記載箇所 

「3-5 TA 機能用 AT コマンド （ D チャネルパケット通信時)」 < P .134> 

參追加内容 

X .28 コマン ドによる D チャネルバケット通信の エコー が設定できる AT コマン ドを追加しま 
す。 

書式 ATS 1 69 =n 

パラメータ n D チャネルバケット通信モード時のエコー設定 
n =0 エコーしない 

n = l エコーする （初期設定） 

注意 AT コマンドによる D チャネルパケット通信のエコー設定は 「 ATE 」 コマンド 

で行います。 
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■お問い合わせ先 

本製品について技術的なご質問、または製品のアップグレードに関するご質問は、お買い上げの販売代 
理店、小売店、または MN テクニカルセンタまでお問い合わせください。 


MN テクニカルセンタ 


Tel. 0570-055-128 (NTT — 般電話、携帯電話用） 

03-5550-8420 (PHS、 および NTT 以外の電話用） 
Fax. 0570- 056-128 (NTT 一般電話用） 
03-5550-8545 (NTT 以外の電話用） 

※9:40〜17:50 (土 •日•休日 • 年末年始は除く） 

※ FAX は24時間受け付けております。 


■ホームページのご案内 

株式会社エヌ•ティ•ティエムイーのホームページで、製品のサボート情報などを提供しています。 

MN 128- SOHO ホームページ 

◎株式会社エヌ•ティ•ティエムイー 「MN128 Information」 
http://www.ntt-me.co.jp/mn 128/ 


※記載の商品名、会社名は、各社の商標または登録商標です。 
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